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北太平洋亜寒帯循環域における二酸化炭素分圧の観測

井本泰司，橋間武彦海洋研究室

Obser‘vation of pC02 in the Subarctic Gyre of the North Pacific Ocean 

Taiji Imoto, Takehiko Hashima Ocean Research Laboratory 

しはじめに

北太平洋胤寒帯循環域の間部は，地球温暖化に強

い影響を有する二駿化炭素を吸収する可能性のある

海域と考えられており，また季節l的な変動がきわめ

て大きいと言われている．しかし，この海域は年聞

を通しての観測は少なし海洋観測の空白域となっ

ている．水路部では，科学技術振興調整資による「北

太平洋亜寒荷循環と気候変動に関する国際共同銃

iW)Jに参加し，平成9年から亜寒帯循環域における

観測を行っている．平成9年度は北緯47度．平成10

年度， 11年度は亜寒借凶部海域の銭担1）を行った．

本報告において，洋上大気および表層海水中の二

酸化炭素分析の観測結果について報告する．

2.観測の概要

(1）平成9年度

①統制lj期間： 1997年 8月6ti～ 25日

②観測海 域第1凶

③観測船 : iJllJ量船内郡山

④観測内谷 XCTD,CTD，洋上大気及び表面
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第 l図 1997年8月測線

海水中の二般化炭素分圧

(2）平成10年度

①銃測期間 1998年8月2日～11日

②観測海域：第2図

③観測露骨 担lj量船「拓洋j

④観iJ¥lj内容： XCTD，洋上大気及ひ。表而海水中

の二酸化炭素分圧

(3）平成11年度

①観測J¥IJ間 1999年9月10日～15日

②観測海域第3図

③観測船 ・測量船「J石i芋J
④観測内容 XCTD，洋上大気及び表面海水中

の二酸化炭素分圧
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第2図 1998年8月調lj線
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第3図 1999年9月i則線

3，洋上大気および表層海水中の二酸化炭素分圧

の測定方法

iHIJ量船「昭洋j，「予知芋Jて廿以下の方法で二酸化

炭素分圧の測定をおこなっている．

洋上大気は船首（海面上約8m）から，表層海水

は海面下約5mから取り入れ，シャワ一方式の三ド衡

器を用い平衡に達した空気を除湿後，非分散型赤外

分光光度計（ベック7 ン880型）に導入し測定してい

る．

出lj定は，まず， 4種類の濃度のco，標準ガスをそ

れぞれ6分づっ，次に大気を 7分，非分散型赤外分

光光度計に導入し，続いて海水平衡気体を29分循環

きせ，合計1時間の周期て測定を行っている．

表層海水中の二酸化炭素濃度は，海面下5111の海

水温度と平衡器開の海水の温度差から補正を行い，

表層海水中の濃度として算出している．この補正に

は， Gordonand Jones (1973）の式を使用している

また，測定装置はブイ yシャー・ロ ズマウント社

製の炭酸ガス討を使用している．

4.観測結果

表層海水中と大気中の二酸化炭素の分圧の差

(i>pCO，表層海水中の分圧から洋上大気の分圧
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を蒸し引いた値）は大気海洋間での二酸化炭素の交

換の駆動力を表し，その値が正であればその海域が

二酸化炭素の放出域であることを示し，負であれば

吸収域であることを示している．

第 4凶に1997年 8月の北緯47度線上（東経160皮

～180皮，第 1凶の太線部）における洋上大気，表層

海水中の二君主化炭素分圧および水温分布を不した．

大気中の二酸化炭素分圧は，約355ppmvでほぼ一定

であったが，東経167皮から169度にかけて370ppmv

前後の高い値を観測した．当時統走中，東北東の風

が14～15m/secで船尾から吹いており，エンジンの

排気によって汚染きれた可能性があるために図から

除いた．表層のi¥水温度は10～ll°C台を示し，変動

は少ない．表層海水中の二酸化炭素分圧は東経160／支

～165度では東に向かうにつれて徐々に明加傾向を

示す．その間の l>pCO，の平均値は－46ppmvであ

る．また，東経165度から東経171度の変化の激しい

部分を除いた東1WJでは 8ppmvであり，このことか

ら東経165度以西では海洋の吸収域となっており束

絞171度以東では放出域となっている．

第5図に1997年 8月東経140皮～160度（北緯35度

から47度，第 I図二重線部）における洋上大気，表

層海水中の二酸化炭素分圧および水温分布を示す．

東経142度～144度の三陸沖の媛水域付近では表層の

海水温度は17～22℃台，表層海水中の二酸化炭素分

圧は320～355ppmvの高い値を示し東経146皮

～147皮でLは表層の海水温度は10～14℃台，表層海水

中の二酸化炭素分圧は270～320ppmvの低い値を示

し，東経148皮～150皮では表層の海水漏度は

17～24℃台，表層海水中の二酸化炭素分圧は

320～340ppmvの高い値を示している．いずれも全

海域において i>pCO，は負の僚でーある．

第6闘に1998年 8月の東経142度～153度（北緯40

度以北，第2図太線吉JI），第 7図に北緯39度～35度（39

度以南，第 2図二重線部）における洋上大気，表層

海水中の二酸化炭素分圧および水温分布を示す．表

層海水中の二酸化炭素分圧は北緯40度以北（第6図）

で260～320ppmvとf止 し 北 緯39度以南（第 7図）で

は320～360ppmvと高い傾向を示す．また， l>pCO，の

平均値は40度以北で－52ppmv, 39度以南で 23
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第 4図 表層海水・大気中の二酸化炭素分圧，水温分布 (1997年 8月北緯47度線）

97年8月亜寒手持
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第5図 表層海水 ・大気中の二酸化炭素分圧，水温分布 (1997年 8月北緯35～47度）

-44-



水路部技報

〉

E 
c. 
c. 

出
＜~ 350 
r< 
+::: 
描話
3区

450 

400 

~ 
c. 
a. 

凶
余 350
t< 
~ミ
語g
~ 

300 

250 

Vol. 18. 2000 

450 

98年8月亜寒手持（40度以北）
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第 6図 表層海水 ・大気中の二酸化炭素分圧，水温分布（1998年 8月北緯40～42度）

98年8月蛮＊幣（39度以南）
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第 7図 表層海水 ・大気中のニ般化炭素分圧，水温分布（1998年 8月北緯35～39度）
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第8図 表層海水 ・大気中の二酸化炭素分圧，水温分布 (1999年9月東経140～145度）

ppmvであ り，このこと から，全海域において海洋へ

の吸収域となっている．

第 8函に1999年 9月の北緯33度～42度（第3図太

線部）における洋上大気， 表層海水中の二酸化炭素

分圧および水温分布を示す．表層海水中の二酸化炭

素分圧は320～360ppmvを示し 大気中の二酸化炭

素分圧は，約370ppmvでほぼ一定であった.D.pC02 

の平均値は 17ppmvを示し，全海域で海洋への吸

収士或となっている．

7. むすび

最後に，観測を実施していただいた測量船「昭洋J

及び「拓洋jの乗組員の方々，資料整理に協力を頂

いた八丈水路観測所の並木正治氏に感謝の意を表し

ます．
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